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「新型コロナ感染症流行期」における乳幼児を 

持つ保護者の悩みと支援ニーズの一考察 

 

山 下 雅 子* ・ 中 山 政 弘* 

 

要旨 

 2020年２月末、新型コロナウィルス感染拡大防止施策として、政府の休園・休校要請に伴い、子育て家

庭と社会との繋がりが希薄となった。この状況下で「子育ての孤立化」を防ぐために必要な子育て支援を

検討することを目的に、就学前の子どもの保護者を対象に、子育ての悩みの量、内容、保護者の健康状態

等の変化とストレス解消の手立てについてアンケートを実施した。 

 その結果、子育てへの悩みの量に大きな影響はなかったが、この状況下の子育ての悩みとして、子ども

の自宅での過ごし方や子どもへの関わり方など日頃の子育ての延長上での悩みが挙げられた。また、この

感染症流行期に保護者の健康状態の変化として「睡眠」「食欲」「怒り」などストレスによる影響が見られ、

その対処法として、睡眠や間食などの対処法が見られたが、直接的に子育ての悩みを解決するものはなか

った。今後、保護者のストレスを減らす上でも「多面的な」子育て支援を検討していく必要がある。 

 

キーワード：子育て家庭の孤立予防、親のメンタルヘルス、多面的な子育て支援 

 

 

 

【はじめに】 

 近年、少子高齢化による子育て世帯の減少、都市化、

核家族化の進行などにより、子育て家庭の孤立化が課

題となっているほか、女性就業率の上昇に伴い保育需

要が高まるなど、子どもと子育て家庭を取り巻く状況

は大きく変化している。少子化対策が進められ、2012

年の「子ども・子育て支援」関連三法で法的整備はさ

れたものの、それを運営、実施する市町村の整備や事

業体制には課題は多く残されている（笹川，2014）。 

 「福岡市第５次子ども総合計画」（2020）によると、

子育て家庭における核家族の割合は約９割と高く、子

育てが孤立化する傾向にあり、子育てに不安や負担を

感じる保護者の割合も増加している。 また、子育てに

不安や負担を感じる人は全体の70.5％と、前回調査と

比べ、2.5ポイント増加している。 

 また、乳幼児の保護者が充実してほしい子育て支援

は、子育てにかかる経済的負担軽減が最も高く、次い

で「子連れでも出かけやすく、楽しめるイベントの機

会がほしい」「残業時間の短縮や休暇の取得促進など、

企業に対して職場環境の改善を働きかけてほしい」と

ある。 

 都市化、核家族化が進んだことを背景に、地域のつ

ながりが希薄化や、地域や社会から孤立しがちな子育

て家庭が増えており、子育て家庭が社会に繋がる機会

作りや、子育てと仕事を両立するための職場環境の調

整など、子育て家庭が社会と繋がるための方策と実行

が今後の検討課題となっている。 

 福岡市では子育て家庭における子育てに対する不安

や負担を解消するため、子どもプラザ、子育て交流サ

ロン、一時預かり事業、ファミリー・サポート・セン

ターなど、地域のニーズに応じた様々な子育て支援の

充実を図っていく必要があると「第５次福岡子ども総

合計画」でも審議されている。 

 しかし、2020年２月末、福岡市では公立小中学校が

新型コロナウィルス感染拡大防止のために休校となり、

そのため、児童・生徒は自宅学習、保護者は在宅勤務、
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休職等を余儀なくされ、これまで親子と社会の架け橋

であった子どもプラザや子育て交流サロン等も休館に

なり、親子の意図と無関係に子育て家庭が孤立しやす

い状況となった。この間、社会との繋がりが減少し、

閉鎖的な家庭環境、子育て家庭の孤立化が予想され、

児童虐待やドメスティック・バイオレンスの増加や、

児童虐待の増加が懸念された。全国の児童相談所に今

年１月から６月に寄せられた虐待相談の対応件数（速

報値）が９万8814件であった（厚生労働省，2020）。前

年同時期と比べて8948件（10.0％）増えたものの、同

年４月から児童虐待数の増加率が鈍化した。しかし、

厚生労働省は新型コロナウイルス感染拡大による学校

の休校などで「虐待の潜在化」の可能性があると見て

おり、厚生労働省として、新型コロナウイルス感染症

対応による学校休業や、外出自粛等に伴い、子どもや

家庭の生活環境が変化する中で虐待のリスクの高まり

を懸念し、同年４月24日、「子どもの見守り強化アクシ

ョンプラン」を公表し、地域の見守り体制の強化を進

めている。 

 「子どもの見守り強化アクションプラン」では、学

校等の休業や外出自粛が継続する中で、子どもの見守

り機会が減少し、児童虐待リスクが高まっていること

から、これまでの取り組みに加え民間団体等に幅広く

積極的に協力を求め、地域のネットワークを総動員し

て体制を強化することを目的としている。 

 NPOふくおか子どものこころサポート研究所では、

この休校に伴い対面での子育て支援が困難な状況下で、

親子のストレスマネジメントを目的としたリーフレッ

ト「感染症流行期における親子の心の健康を守るため

に＜理論編＞」「感染症流行期における親子の心の健康

を守るために＜実践編＞を配布し、子どもの生活リズ

ムを整えメンタルヘルス維持、向上を目的とした小学

１年生から３年生まで、各学年の「オンライン朝の会」

の実施、子育て家庭の孤立化の予防を目的として、家

庭で描いた子どもの絵や作品を募集し、その作品の肯

定的評価と共に養育者を労うコメントを送る「アート

チャレンジ」を自粛期間中に実施した。 

 新聞等で取り上げられたこともあり、普段の活動地

域だけでなく「引っ越ししたばかりで子育てについて

相談する先がなかった」など、他県からの申し込みも

あり、子育ての孤立化を防ぐ一助となった（山下・中

山，2020）。 

 また、先述の「オンライン朝の会」では、保護者か

ら「外出がままならず親子ともに息抜きができない」

「家族とずっといるとイライラする。イライラする自

分を責める」「テレワークになった家族に気を遣い疲れ

る」「兄弟児へのケアが母親一人では難しく、つい子ど

もに当たってしまう」「休校となり子どもの兄弟喧嘩の

回数が増えた」「『何かあったら学校に連絡を』と連絡

はあったが、どの程度の相談をして良いのか分からず

相談できなかった」などと、日中一人で子どもを養育

する親のメンタルヘルスの問題や子どもへの関わり方

などの相談があった（山下・中山，2020）。このように、

外出が難しく、他者との交流や専門機関への相談が難

しい状況で、子育て家庭が孤立しないために、日頃の

保護者のメンタルヘルスを振り返り、維持・向上を図

ることと、今回の自粛期間のように親子の希望とは無

関係に孤立化しがちな環境下でも保護者が気軽に相談

するための地域でのネットワーク作りを検討していく

必要がある。そのために、まず、今回の自粛期間中に

保護者がどのような状況下で子育てを行い、また、子

育ての何に困っていたのかを明確にする必要がある。

そこで、就学前の子どもをもつ保護者にアンケートを

取り、ニーズ調査を行い、その結果を考察する。 

 

【方 法】 

 調査対象は保育園、幼稚園、地域の子育てサロン、

児童発達支援事業所で活動する支援者の協力を得て募

った。また、調査協力の有無により支援の変更等、調

査対象者が不利益を被らないこと、また結果は数値化

し個人が特定されないことを文書で伝えた。 

 本稿の感染症流行期は、内閣総理大臣が休園・休校

を要請した、2020年３月２日から５月21日までと定義

した。この時期は、地域の子育て支援を担う子どもプ

ラザや公民館など公的機関の事業中止や閉館があり、

子どもが所属する園から各家庭への働きかけも整って

おらず、保護者が意図せず「孤立化」しやすい状況で

あったと考えられる。特に、地方都市部では、核家族

が多く、子育てが「孤立化」しやすい。その状況を知

り、具体的な支援策を検討することが必要である。回

答時期は、新型コロナウイルスやインフルエンザ等の

感染症が流行による影響が少なく、これまでの生活と

新型コロナによる生活の変化を振り返りやすい時期と

して2020年10月末に実施した。 

 質問内容は、子どもの年齢と人数、子どもが日常的

に通っている場所、現在の保護者の生活状況・勤務形

態、子育てについて保護者が相談できる機関、感染症

流行期の子育ての悩みの量的変化と内容、感染症流行

期における保護者の健康状態とストレス発散法、感染

症流行期を経て今、保護者が知りたい子育ての知識と
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スキルについて質問した。 

 就学前の乳幼児を持つ保護者33名（女性30名、男性

３名、平均年齢36.5歳）からの回答を得た。 

 調査方法は子どもの障害の有無については特に限定

せず、質問紙は紙ベースとgoogleフォームを用いたweb

での入力の両方を利用した。新型コロナウイルスの影

響により自粛期間中の保護者の心身の変化、自粛期間

中での子育ての状況、その期間で必要と感じた子育て

の方法に関する質問を行った。 

 

【結果と考察】 

１．アンケート回答者と子どもの状況について 

 アンケート回答者はすべて就学前の子どもの保護者

であり、子どもの数は「１人」が17名（52％）、「２人」

が12名（36％）、「３人」が４名（12％）であった。子

どもが１〜２名の家庭の割合が多かった。子どもの主

な通所先としては、「保育園」が24名（46％）、「幼稚園」

が19名（37％）、「通園していない」が７名（13％）、「プ

レ幼稚園」が２名（４％）であった。保育園・幼稚園

等へ通っている子どもが合わせて88％であると示され

た。また、保護者の現在の勤務形態は「専業主婦」が

11名（34％）、「常勤勤務」が９人（28％）、「パート等

の非常勤勤務」が８名（24％）、「在宅勤務」が２名（６％）、

「休職中」が２名（６％）、「その他」が１名（３％）

と、何らかの形で働いている保護者が58％を占めた。

子育てにおける、家族からの協力の有無に関しては、

「常に得られる」が18名（53％）、「時々得られる」が

16名（47％）であり、子育てにおける主な協力者は「夫」

が15名（35％）、「母」が11名（26％）、「義母」が８名

（16％）、「父」が４名（９％）、「義父」が３名（７％）、

「その他」が２名（５％）であった。 

 概ね家族からの協力が何らかの形で得られているこ

とが示され、特に配偶者や自分の母親へ協力を求めて

いることが示された。子育ての協力者の存在を認識で

きることは「子育ての孤立化」を防ぐためにも大切な

視点であり、夫だけでなく、母や義母を頼るなど柔軟

な姿勢で子育ての協力者を得ている様子が窺われた。 

 

２．子育てについての悩みの相談状況について 

 子育てにおいて、保護者が相談している機関は、市

町村の子育て支援施設が26名（43％）が最も多く、次

に子どもが通う園24名（39％）と多かった。子どもが

通う医療機関８名（13％）、民間の子育て支援施設３名

（５％）にも相談していた。 

 また、＜感染症流行期＞で子育ての悩みに関する変

化について質問したところ、子育てに関する悩みは感

染症流行前と比べて、「とても増えた」が２名（６％）、

「少し増えた」とが13名（39％）である一方で、「今ま

でと変わらない」が15名（46％）、「少し減った」が１

名（３％）、「とても減った」が２名（６％）であるこ

とが示された。 

 子育ての悩みを相談する機関として、未就学前の乳

幼児をもつ保護者にとって、医療機関による診断や治

療前の専門的な相談窓口として、市町村の子育て支援

施設が活用されていることが伺われた。また感染症流

行期前後での子育ての悩みの量的変化への質問には、

ほとんど変わらないが半数弱を占め、感染症流行期前

から子どもと過ごす時間が長い保護者にとっては、緊

急事態宣言による休園が子育ての悩みが大きな影響と

して認識されなかったことが伺われた。つまり、子育

ての悩みは、休園による子どもと過ごす時間が増えた

ことによる影響より、子どもの成長や日頃の関わり方

による悩みであると考えられた。 

 

３．感染症流行期における自粛期間中に子どもとの過

ごし方で悩んだ内容と保護者の健康状態について 

 感染症流行期において自宅での子どもとの過ごし方

への悩みや、困った内容について質問したところ、「感

染した場合の対応」に関する心配がある一方で、「次第

に家ですることがなくなった」「テレビや動画を見る時

間が増えた」「勉強や遊びでのかかわり方が難しい」「生

活リズムの変化への対応が難しい」「叱ることが増えた」

などの意見が多く見られた。また、その他に「外遊び

や出掛け先がなくて困った」「デイサービスの利用時間

が短縮され、仕事を休まざるを得なかった」などの意

見が挙げられた（図１）。 

 次に、感染症流行期における、保護者の健康状態（図

２）について質問したところ、「睡眠がうまく取れてい

ない」と「食欲の低下」「怒ることが多くなった」があ

った。その他の意見として「子どもが楽しめる事をネ

ットで模索する時が増えた」「自分も在宅勤務になり、

子どもと一緒に運動出来た」と子どもと共に過ごす方

法を取り入れるポジティブな意見がみられる一方で、

保護者のメンタルヘルスの観点からは様々な悩みや困

りごとが存在していると窺われた。 

 悩みや困った内容として、感染した場合の対応が選

ばれた背景には、感染症流行初期であったこともあり、

感染症自体に関する情報が不足している段階であった

ことから感染への不安があったということが考えられ

る。その一方で、このことに加えて、感染症対策の一
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環として、マスクの着用や他者との距離を取ること（ソ

ーシャルディスタンス）、密接・密閉・密集を避けるな

ど生活を取り巻く状況も変化することで親子ともにス

トレス状況下にあり、その影響により、これまで可能

だった遊び方や生活習慣が変わり、それを子どもにど

う伝えると実行できるのかなど、養育態度の変化も悩

みや困りごとが増えた部分につながっていったのでは

ないだろうか。 

 つまり、自粛期間を家庭で過ごすことが多くなるこ

とで、子どもと関わる時間が増え、子どもの行動を目

の当たりにすることが増えたことも悩みや困りごとを

感じることにつながったのではないかと考えられる。

これまでも帰宅後に一緒に遊んだり、休日に出かける

という関わりはあったものの、その関わりが長期化、

長時間化することで、保護者自身のストレスや疲れも

慢性化し、子どもの行動に対しても否定的にとらえて

いくことが増えていったのではないだろうか。足立・

温泉・武田ら（2002）が述べているように乳幼児期か

ら困った行動が多いほど育児に対して否定的なとらえ

方をすることと、伊藤（2006）が指摘しているように、

障害を持っている子どもとの関わりにおいても一対一

で過ごす時間が長くなることで、保護者のストレスが

 

図１ 感染症流行期における自宅での子どもとの過ごし方で困った内容（複数回答） 

 

 

図２：感染症流行期における保護者の健康状態（複数回答） 
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高まると考えられている。 

 そう考えると、感染症流行による状況変化という新

しいきっかけによるものではあるが、自粛期間という、

家族が長時間一緒にいるという状況が続いたために、

その時間が長期的になるだけでなく、当時はその終息

の先行きも見えない中で子どもとの関わりが長くなっ

ていったことは、子どもへのとらえ方を否定的なもの

にしてしまうことが多く、結果として保護者のストレ

スが高まったものと思われる。 

 

４．感染症流行期における、保護者自身のストレス発

散方法や癒しについて（図３） 

 感染症流行期の保護者自身のストレス発散方法など

について質問したところ、「睡眠」「食事」「飲酒」「テ

レビ・動画視聴」「買い物」「運動」「入浴」「友達との

おしゃべり」などの意見が多く選ばれていた。また、

その他に「専門家によるカウンセリング」が挙げられ

ていた。 

 先述したように、感染症流行による自粛期間は親子

で過ごす時間が長期化し、見通しが持ちにくかったこ

ともなども影響して、保護者へのストレスも多くなっ

たものと思われる。そう考えると、保護者が自分のス

トレス解消方法をいくつか持っており、それをうまく

実施することができたと考えることもできるだろう。 

 岩崎・海蔵寺（2009）が指摘しているように、保護

者がサポートとして求める要因として「多面的なサポ

ート」「気分転換」「子どもができることの増加」など

が挙げられており、これらのストレス解消の方法は「気

分転換」の具体的な方法として機能しているものと思

われる。カウンセリングといった専門職による支援を

はじめとした多面的なサポートが重要であると保護者

が感じている一方で、自分で気分転換を上手に図りな

がら日々の生活を送ることができることもまた大切な

のである。そのためには、気分転換の具体的な方法を

できるだけたくさん持つことと、それを環境に合わせ

て上手に実施することやそのような環境を整備するこ

とも重要であると考える。 

 

５．子育てにおいて、保護者が知りたい知識やスキル

について（図４） 

 保護者が知りたい子育てにおける知識やスキルにつ

いて質問したところ、「子どもへの行動の声のかけ方

（褒め方・叱り方）」「子どもにしてほしい行動の声の

かけ方（入浴・食事など）」「自分の性格に合う子育て

方法」「食事の困りごと（好き嫌い・食べ方など）の解

決方法」「子どもの居場所選び（療育・園・就学等）」

 

図３ 感染症流行期における保護者のストレス発散・癒しの方法（複数回答） 
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などの意見が多く選ばれていた。また、その他に「お

友達トラブルの時の子どもへの声かけ」「家事の時短、

おもちゃのちらかりを解決する方法」「ASD・ADHDの

子を持つ親の周囲への配慮のやり方、どこまで知らせ

るべきか」が挙げられていた。 

 これらのことから、子育て支援に関するニーズとし

て、子育てにおける褒める・叱る声かけの方法など、

子どもの行動をより良いものに変化させるためにどの

ような関わりをした方が良いのかということについて

の具体的な方法を知りたいことが挙げられた。保護者

にとって、感染症流行期は改めて自分の子どもへの関

わり方を振り返る機会につながり、関わり方を良い方

向へと変えていくための方法を知りたいという気持ち

が強いと思われる。岩崎・海蔵寺（2009）が指摘して

いるように、保護者がサポートとして求める要因とし

て「子どもができることの増加」があり、そのための

アイデアや声かけについて学べることが大切だと考え

られるからである。 

 

６．まとめと課題 

 本研究の結果から、感染症流行による自粛期間によ

って、子育ての悩みやそれを解消するための手立てや

ニーズについて具体的な内容が明らかになった。その

中で、子育てにおける「悩みの量の変化」という視点

からは、悩みが増えたと感じた保護者とこれまでと変

わらないと感じた保護者が存在していた。このことは、

感染症流行期の自粛期間による影響で、遊ぶ内容や過

ごすことができる場所が制限されていく一方で、日常

生活の中での具体的な場面において子どもとどう関わ

るかというテーマを今までと同様に考えることができ

れば、“子育てに関する悩みや困ったことはある程度、

常に存在するものである“と考えることもできるだろ

う。このような考え方を持った保護者にとっては、”子

育ての悩みは感染症流行期以降も変わらない“と感じ

たのではないだろうか。井上・柳田・窪田ら（2014）

も指摘しているように、子どもの行動に対する保護者

の否定的な認知がストレスを引き起こすのであれば、

否定的な認知をしないための練習や工夫も大切である

と考える。 

 また、保護者の持っているストレス解消の方法も数

多く挙げられたことも重要であると思われる。岩崎・

海蔵寺（2009）が指摘しているように、保護者がサポ

図４ 子育てにおいて保護者が知りたい知識やスキル（複数回答） 
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ートとして求める要因として「気分転換」があり、そ

の種類をいかに多く持つことができるかは重要なポイ

ントであると思われる。ストレス解消が必要な場面で

いつも同じ方法を使うことができない状況もあるので

はないだろうか。そう考えると、いくつかのストレス

解消の方法を場面やタイミングに合わせて使い分ける

ことでストレス解消がしやすいことが考えられる。 

 さらに、子育てのニーズについての情報提供やプロ

グラムの提供についても検討すべきことが明らかにな

ったと思われる。子育ての方法としての褒めや叱るだ

けでなく、子どもが適切な行動を取ることができるよ

うにどのように声掛けすればよいかというニーズは、

関わり方の方法論の提供だけでは十分ではないと思わ

れる。眞野・宇野（2007）は定型発達児を持つ保護者

も統制的な養育態度になりやすいことに加え、発達障

害児を持つ保護者の方が否定的な養育態度を取る傾向

が強いことが示されている。方法論を示すことで否定

的な養育態度が少しでも減っていくようにすることを

重視する一方で、方法論を示すことによって逆に統制

的な養育態度を醸成してしまわないような配慮も必要

であると思われる。 

 最後に、岩崎・海蔵寺（2009）が指摘しているよう

に、保護者がサポートとして求める要因として「多面

的なサポート」を検討する必要がある。今回の感染症

流行によって、自粛期間という環境の変化は保護者に

とっても子どもたちにとってもストレスであったこと

は間違いない。その一方で、自粛期間以降も人との関

わり方の物理的変化が求められ、支援者のサービスも

インターネット等を活用した新しい形が模索されてい

る（山下・中山，2020）。この調査をふまえて、支援サ

ービスを検討する上で、先述したような内容の検討を

行うとともに、どのような方法で提供するのかという

ことについても検討すべきであろう。それと同時に、

ストレス解消の方法が多様化しているように、提供す

る形態についてもいくつかの選択肢を持つことも検討

すべきであろう。なぜならオンラインであってもオン

デマンドの動画配信で自分のタイミングで情報が手に

入る形も大切である一方、双方向の通信方法でじっく

り支援者と話ができる形もまた支援ニーズとしては高

いと思われるからである。 
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